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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期
第３四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自2020年１月１日
至2020年９月30日

自2019年１月１日
至2019年12月31日

売上高 （千円） 602,759 664,845

経常利益 （千円） 72,729 20,195

親会社株主に帰属する四半期純利
益又は親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

（千円） 67,356 △38,394

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 65,749 △38,544

純資産額 （千円） 426,740 54,630

総資産額 （千円） 972,476 515,122

１株当たり四半期純利益又は１株
当たり当期純損失（△）

（円） 19.21 △21.65

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） 17.23 －

自己資本比率 （％） 43.9 10.6

 

回次
第17期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 5.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第16期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であったため、期中平均株価が把握できませんので、また、１株当たり当期純損失であるため記載しており

ません。

４．当社は、2020年９月28日付で東京証券取引所マザーズに上場したため、第17期第３四半期連結累計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日から第17期第３四半期連結会計期間末までの

平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

５．当社は、第16期第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第16期第３

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

６．当社は、2020年５月15日開催の取締役会決議により、2020年６月１日付で普通株式１株につき100株の株式

分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し１株当たり四半期純利

益又は１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、2020年８月21日に提出した有価証券

届出書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大による事業への影響については、今後の推移状況を注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

(1) 経営成績等の状況の概要

①　財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は972,476千円となり、前連結会計年度末に比べ457,353千円

増加いたしました。これは主に、現金及び預金が434,512千円、ソフトウエア（ソフトウエア仮勘定含む）が

14,006千円増加したことによるものであります。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は545,736千円となり、前連結会計年度末に比べ85,243千円

増加いたしました。これは主に、前受収益が72,919千円、未払法人税等が9,978千円増加した一方、長期借入

金（１年内返済予定の長期借入金含む）が16,281千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は426,740千円となり、前連結会計年度末に比べ372,109千

円増加いたしました。これは主に、当社普通株式の東京証券取引所マザーズへの上場に伴う新株発行により、

資本金及び資本準備金が153,180千円ずつ増加したこと、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上67,356千

円による利益剰余金の増加によるものであります。この結果、自己資本比率は43.9％（前連結会計年度末は

10.6％）となりました。

 

②　経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、企業収益は大幅な減少

が続き、設備投資も弱い動きとなるなど、依然として厳しい状況が続いております。先行きについては、感染拡

大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを引き上げていくなかで、各種政策の効果や海外経済の改善も

あって、持ち直しの動きが続くことが期待されますが、国内外の感染症の動向や金融資本市場の変動等の影響を

注視する必要があります。

当社グループが事業展開するソフトウェア業界におきましては、政府が推進する「働き方改革」への取り組み

に加え、新型コロナウイルス感染症の影響によるテレワークや在宅勤務の実施などを背景に、企業の生産性向上

や業務効率化、テレワークに関連したシステム投資需要は引き続き拡大が見込まれております。

このような状況の中、当社グループは、「仕事をラクに。オモシロく。」というビジョンのもと、オフィスの

生産性向上に貢献すべく、企業向けグループウェア製品「rakumo」の機能強化及び更なる拡販に注力しました。

新型コロナウイルス感染症への対応による国内企業のテレワーク移行や在宅勤務環境整備が継続的に進んだこと

もあり、大企業も含めた新規案件の獲得や、既存顧客の他サービス追加契約（クロスセル）、ライセンス追加契

約等により、収益の拡大に繋がりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高602,759千円、営業利益92,221千円、経常利益

72,729千円、親会社株主に帰属する四半期純利益67,356千円となりました。

 

なお、当社グループはITビジネスソリューション事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載は

しておりませんが、サービス別の経営成績は、以下の通りであります。

 

（SaaSサービス）

当サービスにおいては、新規顧客の増加やライセンス追加等により堅調に推移し、2020年９月末のクライアン

ト数は1,965社（2019年12月末比161社増）、ユニークユーザー数は404千人（同31千人増）となりました。新型

コロナウイルス感染症への対応による国内企業のテレワーク移行や在宅勤務環境整備に伴い、第２四半期におい

ては中小規模顧客からの新規契約が多く生じたことに加え、第３四半期においては継続商談となっていた大企業

案件も成約に至りました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は492,810千円となりました。
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（ソリューションサービス）

当サ―ビスにおいては、大企業からのライセンスサービスに関する導入支援案件の受注・提供の他、業務支援

案件等の受注・提供により、当第３四半期連結累計期間の売上高は35,611千円となりました。

 

（ITオフショア開発サービス）

当サービスにおいては、既存顧客からのラボ型開発案件が継続的に推移したことに加え、新規顧客からの案件

受注により、当第３四半期連結累計期間の売上高は74,336千円となりました。

 

(2）当第３四半期連結累計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

（売上高）

当第３四半期連結累計期間における売上高は602,759千円となりました。サービス別の売上高につきましては

「(1) 経営成績等の状況の概要 ② 経営成績の状況」に記載しております。

 

（売上原価及び売上総利益）

当第３四半期連結累計期間における売上原価は252,029千円、売上原価率は41.8％（前連結会計年度は

47.0％）となりました。これは主に、労務費や製品の製作費、プラットフォーム利用料等によるものでありま

す。

この結果、売上総利益は350,729千円となりました。

 

（販売費及び一般管理費並びに営業利益）

当第３四半期連結累計期間における販売費及び一般管理費は258,507千円、売上高販管費率は42.9％（前連結

会計年度は49.3％）となりました。これは主に、人件費、支払手数料、保守料、販売促進費及び広告宣伝費等に

よるものであります。

この結果、営業利益は92,221千円となりました。

 

（営業外収益、営業外費用及び経常利益）

当第３四半期連結累計期間における営業外収益は33千円となりました。これは主に、受取利息によるものであ

ります。また、営業外費用は19,525千円となりました。これは主に、上場関連費用、株式交付費及び支払利息等

によるものであります。

この結果、経常利益は72,729千円となりました。

 

（特別利益、特別損失及び親会社株主に帰属する四半期純利益）

当第３四半期連結累計期間における特別利益及び特別損失は発生しておりません。

この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は67,356千円となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、4,150千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②　【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,292,900 5,497,200
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。
また、１単元の株式
数は100株でありま
す。

計 5,292,900 5,497,200 － －

（注）１．当社株式は2020年９月28日付で、東京証券取引所マザーズに上場しております。

２．2020年９月25日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）により新株式

266,400株を発行しております。

３．2020年10月28日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関する第三者割当によ

る増資（新株式の発行）により、発行済株式総数が198,900株増加しております。

４．2020年10月１日から2020年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が5,400株増加

しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①　【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②　【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年９月25日
（注）１

266,400 5,292,900 153,180 252,180 153,180 183,030

（注）１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格       1,250円

引受価額       1,150円

資本組入額       575円

払込金総額   306,360千円

２．2020年10月28日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関する第三者割当によ

る増資（新株式の発行）により、発行済株式総数が198,900株、資本金及び資本準備金がそれぞれ114,367千

円増加しております。

３．2020年10月１日から2020年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が5,400株増加

し、資本金及び資本準備金がそれぞれ486千円増加しております。
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、2020年８月21日提出の有価証券届出書への記載（2020年７月31日現在）に基づ

く株主名簿による記載をしております。

 

①　【発行済株式】

    2020年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,026,500 50,265

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であります。
また、１単元の株式数は
100株であります。

単元未満株式  － － －

発行済株式総数  5,026,500 － －

総株主の議決権  － 50,265 －

（注）１．当社株式は2020年９月28日付で、東京証券取引所マザーズに上場しております。

２．2020年９月25日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）により、発行済株式

総数が266,400株増加しておりますが、上記株式数は株式発行前の数値を記載しております。

 

②　【自己株式等】

    2020年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 332,795 767,307

売掛金 35,239 38,152

貯蔵品 173 175

その他 34,906 43,855

流動資産合計 403,114 849,490

固定資産   

有形固定資産 27,022 24,001

無形固定資産   

ソフトウエア 32,421 65,432

ソフトウエア仮勘定 27,863 8,858

その他 16 －

無形固定資産合計 60,301 74,290

投資その他の資産 24,683 24,694

固定資産合計 112,008 122,986

資産合計 515,122 972,476

負債の部   

流動負債   

買掛金 17,672 20,528

1年内返済予定の長期借入金 20,449 20,004

未払法人税等 913 10,892

前受収益 270,020 342,939

賞与引当金 2,847 5,471

その他 49,873 63,301

流動負債合計 361,776 463,136

固定負債   

長期借入金 84,986 69,150

資産除去債務 10,216 10,196

その他 3,513 3,253

固定負債合計 98,716 82,599

負債合計 460,492 545,736

純資産の部   

株主資本   

資本金 99,000 252,180

資本剰余金 59,850 213,030

利益剰余金 △103,715 △36,359

株主資本合計 55,134 428,850

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △504 △2,110

その他の包括利益累計額合計 △504 △2,110

純資産合計 54,630 426,740

負債純資産合計 515,122 972,476
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 602,759

売上原価 252,029

売上総利益 350,729

販売費及び一般管理費 258,507

営業利益 92,221

営業外収益  

受取利息 30

その他 3

営業外収益合計 33

営業外費用  

支払利息 1,841

上場関連費用 9,345

株式交付費 8,023

その他 314

営業外費用合計 19,525

経常利益 72,729

税金等調整前四半期純利益 72,729

法人税、住民税及び事業税 5,536

法人税等調整額 △162

法人税等合計 5,373

四半期純利益 67,356

非支配株主に帰属する四半期純利益 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 67,356
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 67,356

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △1,606

その他の包括利益合計 △1,606

四半期包括利益 65,749

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 65,749

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ｒａｋｕｍｏ株式会社(E35930)

四半期報告書

11/15



（四半期連結貸借対照表関係）

１　当座貸越契約

運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。

当座貸越契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2020年９月30日）

当座貸越極度額の総額 40,000千円 40,000千円

借入実行残高 － －

差引額 40,000 40,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年９月30日）

減価償却費 30,452千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年９月28日に東京証券取引所マザーズ市場に上場致しました。上場にあたり、2020年９月25日

を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行を行ったことに伴

い、普通株式が266,400株増加しております。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本

準備金がそれぞれ153,180千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が252,180千円、資本準備

金が183,030千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年９月30日）

当社グループはITビジネスソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 19円21銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 67,356

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
利益（千円）

67,356

普通株式の期中平均株式数（株） 3,506,352

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 17円23銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) －

普通株式増加数(株) 402,183

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

 

－

（注）１．当社は2020年９月28日付で東京証券取引所マザーズに上場したため、当第３四半期連結累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日から当第３四半期連結会計期間末までの平均株価を

期中平均株価とみなして算定しております。

２．当社は、2020年６月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行いましたが、期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を記載しておりま

す。

 

（重要な後発事象）

（第三者割当増資による新株式の発行）

当社は、2020年８月21日及び2020年９月４日開催の取締役会において、みずほ証券株式会社が行うオーバーア

ロットメントによる当社株式の売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式の発行を決

議しておりましたが、2020年10月28日に払込が完了いたしました。この結果、資本金は367,033千円、発行済株

式総数は5,497,200株となっております。

概要は以下のとおりです。

 

(1) 募集株式の種類及び数　：普通株式198,900株

(2) 発行価額　　　　　　　：１株につき1,150円

(3) 発行価額の総額　　　　：228,735千円

(4) 増加する資本金の額　　：114,367千円

(5) 増加する資本準備金の額：114,367千円

(6) 払込期日　　　　　　　：2020年10月28日

(7) 割当先　　　　　　　　：みずほ証券株式会社

(8) 資金の使途　　　　　　：公募による募集株式発行による手取額と合わせて、①事業の拡大に伴う人材確保

に関する人件費（各期の増加見込額）、②新製品及び追加機能開発費、③事業の

拡大に向けた広告費及び販売促進費、④事業拡大に伴うクラウドサーバー費用

（各期の増加見込額）、⑤業務の効率化を目的とした販売システム改修費用及び

⑥当社の借入金の返済に充当する予定であります。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月13日

ｒａｋｕｍｏ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　英樹　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀧野　恭司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているｒａｋｕｍｏ株

式会社の2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ｒａｋｕｍｏ株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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